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厳
し
い
選
挙
総
括
を
深
め
、今
後
の
活
動
に
生
か
そ
う
！ 

７
月
１
０
日
投
開
票
さ
れ
た
参
議
院
選
挙
結

果
は
、
比
例
区
た
し
ろ
か
お
る
候
補
が
次
点
で

落
選
の
残
念
な
結
果
で
し
た
。
ま
た
、
一
方
新

潟
選
挙
区
で
は
、
森
ゆ
う
子
野
党
統
一
候
補
は

見
事
当
選
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。 

地
本
Ｏ
Ｂ
会
は
、
２
年
に
亘
り
た
し
ろ
再
選

に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
敗
北
し
て
し
ま
っ

た
現
実
を
厳
し
く
総
括
し
、
今
後
に
生
か
し
て

い
き
ま
す
。 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、
上
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
（
高
崎
・

長
野
・
新
潟
地
本
）
三
役
会
議
に
於
い
て
古
川

会
長
の
『
敗
北
と
い
う
冷
厳
な
現
実
か
ら
総
括

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
の
挨
拶
を
受
け
厳
し

い
総
括
議
論
を
行
い
ま
し
た
。
全
会
員
の
率
直

な
議
論
を
お
願
い
し
ま
す
。 

総
括
の
視
点 

①
た
し
ろ
か
お
る
は
前
回
を
１
０
３
票
上
回

る
１
１
３
，
５
７
１
票
を
獲
得
し
ま
し
た
が
、

民
進
党
内
の
当
選
者
と
は
約
２
５
，
０
０
０
票

差
の
次
点
で
し
た
。
新
潟
県
で
は
前
回
よ
り
４

９
２
票
増
の
３
，
４
２
３
票
、
山
形
県
で
は
、

２
１
１
票
増
の
１
，７
５
３
票
を
獲
得
し
た
が
、

目
標
に
は
達
せ
ず
、
敗
北
し
た
。 

②
東
や
北
海
道
、
沖
縄
は
獲
得
票
を
上
積
み

し
た
も
の
の
西
方
面
は
減
と
な
っ
た
こ
と
、
ま

た
、
出
身
県
で
あ
る
栃
木
県
の
獲
得
票
が
意
外

と
伸
び
な
か
っ
た
こ
と
。
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組 

や
支
援
労
組
と
の
協
力
体
制
づ
く
り
の
検
証
。
そ

し
て
今
後
の
票
拡
大
に
向
け
た
方
向
性
に
つ
い

て
。 ③

安
倍
自
公
政
権
の
「
憲
法
」
や
「
安
保
」
問

題
の
争
点
隠
し
戦
略
を
崩
せ
ず
、
憲
法
改
「
正
」

に
必
要
な
発
議
権
を
与
え
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
。 

④
Ｏ
Ｂ
会
は
「
た
し
ろ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
参
加
し
、
現
役
と
力
を
合
わ
せ
取
り
組
み
ま
し

た
。
特
に
会
員
宅
訪
問
を
現
役
と
一
緒
に
実
施
し
、

大
き
な
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
各
支
部

ご
と
の
ア
ン
バ
ラ
や
中
途
半
端
に
終
わ
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
は
残
念
で
し
た
。 

⑤
日
ご
ろ
会
え
な
い
郵
送
会
員
宅
を
訪
問
し
、

旧
交
を
温
め
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
、 

⑥
４
月
以
降
重
要
な
時
期
に
現
役
は
「
総
対
話

行
動
」
に
力
が
入
り
、
支
持
拡
大
行
動
や
教
宣
活

動
な
ど
が
ス
ト
ッ
プ
状
態
と
な
り
、
足
が
止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
、 

 

⑦
こ
う
し
た
中
で
支
部
Ｏ
Ｂ
会
で
工
夫
し
、
や

れ
る
こ
と
を
実
施
し
た
こ
と 

⑧
安
保
法
廃
止
に
向
け
た
総
が
か
り
実
行
委
員

会
の
取
組
み
に
各
地
で
参
加
、
野
党
統
一
候
補
が

実
現
し
、
勝
利
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
圧
倒

的
に
多
い
改
憲
勢
力
の
中
で
、
今
後
も
野
党
統
一

候
補
の
取
組
み
は
必
要
で
す
。 

以
上
が
総
括
視
点
で
す
。
様
々
な
場
で
議
論
し
、

総
括
を
深
め
今
後
に
生
か
し
ま
し
ょ
う 

 

支部総会に参加しよう！ 

直江津支部第18回定期総会 

9月8日（木）16時～ 

割烹 鳥まん 

長岡支部第16回定期総会 

９月２８日（水）14時～ 

割烹仕出し 「はら屋」 

新潟支部第16回定期総会 
10月20日（木）16時～ 

新潟駅前 クオリス 

昨
年
末
本
部
よ
り
配
布
さ
れ
好

評
だ
っ
た
「
東
労
組
カ
レ
ン
ダ
ー
」

（
Ｓ
Ｌ
写
真
入
り
）
に
つ
い
て
今
年

は
、
本
部
会
員
で
希
望
者
の
み
無
料

配
布
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
先
の
地
本
Ｏ
Ｂ
会
総
会
で

要
望
の
あ
っ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
に
「
Ｏ

Ｂ
会
」
名
が
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 ◆

エ
ル
ダ
ー
会
員
は
本
部
Ｏ
Ｂ

会
費
を
納
入
し
、
登
録
さ
れ
て
い

る
全
員
に
配
布
し
ま
す 

◆
各
支
部
Ｏ
Ｂ
会
ご
と
に
希
望

者
を
募
り
ま
す
の
で
、
所
属
支
部
に

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。 

◆
支
部
Ｏ
Ｂ
会
未
結
成
の
酒

田
・
村
上
・
支
社
の
会
員
の
皆
さ
ん

は
直
接 

地
本
Ｏ
Ｂ
会 

高
橋
事

務
長
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。（
電

話
番
号
は
別
紙
） 

地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
締
め
切
り
は
、
１

０
月
２
３
日
と
し
ま
す
の
で
、
早
め

の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 

今年度は 組合カレンダー を希望者に送ることになりました 
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今
回
の
裁
判
は
、
原
告
の
意
見
陳 

述
は
行
わ
れ
ず
、
高
野
弁
護
士
か
ら 

原
告
準
備
書
面
４
５
号 (

被
告
準
備 

書
面
１
６
号
で
東
電
が
示
し
た
震
源 

を
特
定
し
て
策
定
す
る
観
測
地
震

の
予
測
精
度
で
用
い
ら
れ
て
い
る

耐
専
式
や
強
振
動
予
測
に
つ
い

て 

）
倍
・ 

半
分
程
度
の
誤
差
は
不

可
避
で
あ
る
こ
と
。
し
か
も
こ
の
誤

差
値
は
、
８
、
９
割
の
地
震
学
者
の

間
で
は
共
有
さ
れ
て
い
る
感
覚
で

あ
る
。
新
潟
県
版
毎
日
新
聞
１
６
年

７
月
３
０
日
「
以
前
か
ら
の
常
識
で

す
」
を
紹
介
し
て
反
証
し
ま
し
た
。 

次
に
伊
東
弁
護
士
が
原
発
で
の

重
大
事
故 

(

格
納
容
器
バ
イ
パ
ス

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ 

）
に
つ
い
て
論
証
し
ま

し
た
。
格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
Ｌ
Ｏ
Ｃ

Ａ
と
は
、
原
発
事
故
対
策
最
終
防
衛

ラ
イ
ン
と
し
て
ベ
ン
ト
や
フ
ィ
ル

タ
ー
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
る

が
、
格
納
容
器
を
貫
通
す
る
配
管
は

多
数
あ
り
、
そ
れ
が
破
損
し
、
隔
離

弁
の
閉
止
に
失
敗
す
れ
ば
、
放
射
性

物
質
は
容
易
に
外
へ 

放
出
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
の
危
険
性
を
指
摘
し
、

大
地
震
下
で
の
バ
イ
パ
ス
配
管
の

破
断
と
電
源
喪
失
は
想
定
す
べ
き

と
指
摘
し
ま
し
た
。 

            

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                           

法廷へ向かう原告団とサポーター 

 

 
 

８
月
３
日
、
１
５
時
か
ら
新
潟
地

裁
で
第
１
６
回
口
頭
弁
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 
ま
た
開
廷
前
の
１
４

時
か
ら
県
弁
護
士
会
館
で
裁
判
前

集
会
を
開
催
し
原
告
代
理
人
の
和

田
弁
護
団
長
か
ら
裁
判
所
の
動
向

や
今
後
の
進
め
方
な
ど
の
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

①
裁
判
所
は
原
告
の
論
点
整
理 

 

を
行
っ
て
い
る
。
② 

中
越
沖
地
震

の
弱
点
を
ま
と
め
裁
判
所
へ 

提
出

し
、
今
後
つ
め
て
行
く
。
③ 

今
日

の
裁
判
は
、
４
７
の
準
備
書
面
「
４

５
～
４
７
号
」
の
概
要
説
明
を
行
い

法
廷
へ
向
か
い
ま
し
た
。 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                               

そ
の
上
で
東
電
が
高
台
に
設
置
し
て

い
る
可
搬
式
設
備
は
、
中
越
沖
地
震 

（Ⅿ

６
・
８
）
で
道
路
が
陥
没
）
中

越
沖
地
震
を
超
え
る
大
地
震
が
発
生

し
た
場
合
に
可
搬
式
設
備
は
使
用
出

来
な
い
と
訴
え
ま
し
た
。 

水
内
弁
護
士
は
、
原
発
運
転
差
し

止
め
訴
訟
の
原
告
の
立
証
責
任
と
判

断
の
枠
組
み
論
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で

の
主
張
に
加
え
、
大
津
地
裁
仮
処
分

決
定
「
高
浜
原
発
３
、
４
号
機
運
転

差
し
止
め
仮
処
分
申
請
」
及
び
福
岡

高
裁
宮
崎
支
部
仮
処
分
棄
却
決
定

「
川
内
原
発
１
，
２
号
機
の
鹿
児
島

地
裁
決
定
に
対
す
る
即
時
抗
告
審

（
平
成
２
７
年
４
月
１
４
日
）
の
ポ

イ
ン
ト
を
説
明
し
裁
判
官
に
福
島
第

一
原
発
事
故
後
の
原
発
訴
訟
に
相
応

し
い
司
法
の
責
務
を
果
た
し
て
頂
き

た
い
。
と
訴
え
ま
し
た
。 

今
ま
で
の
原
告
側
主
張
は
、
伊
方

原
発
最
高
裁
判
決
（
平
成
４
年
１
０

月
２
９
日
）
並
び
に
滋
賀
原
発
２
号

機
運
転
差
し
止
め
判
決
（
平
成
１
８

年
３
月
２
４
日
）
及
び
大
飯
原
発
運

転
差
し
止
め
判
決
（
平
成
２
６
年
５

月
２
１
日
）
を
も
と
に
行
っ
て
い
ま

す
。 一

方
被
告
側
は
、
原
告
準
備
書
面

１
７ 

号
、
１
８
号
（
基
準
地
震
動
）

に
対
す
る
反
論
を
行
い
ま
し
た
が
、

常
識
判
断
が
で
き
て
い
な
い
弁
論
を

行
い
ま
し
た
。 

 

次
回
１
７
回
は 

１
０
月
２
４
日 

                           

 
 

第
16
回
口
頭
弁
論
傍
聴
報
告
（ 

Ｋ
／
Ｓ
） 

  

 

第
７
交
流
回
囲
碁
大
会 

 

‖
地
本
Ｏ
Ｂ
会
主
催
‖ 

 
 

熱
戦
！ 

歓
声
！ 

タ
メ
息
！ 

和
気
あ
い
あ
い
！ 

７
月
１
３
日
、
長
岡
市
高
齢
者
セ
ン
タ
―
今
朝
白
に
お
い
て
、
地

本
Ｏ
Ｂ
会
主
催
の
第
７
回
交
流
囲
碁
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

長
岡
支
部
囲
碁
会
の
万
全
な
準
備
の
下
、
会
員
２
６
名
が
参
加
、

Ａ
ク
ラ
ス
８
名･

Ｂ
ク
ラ
ス
８
名
‣
Ｃ
ク
ラ
ス
１
０
名
の
各
ク
ラ
ス

に
別
れ
対
局
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
時
折
「
歓
声
」「
や
タ
メ

息
が
漏
れ
る
な
ど
、
真
剣
の
中
に
も
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
終
了
後
、
場
所
を
変
え
て
盛
大
に
慰
労
会
を
行
い
、

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。 

 
 

成 績  （敬称略） 

Ａクラス  
優 勝 吉岡 智（長岡） 

2 位 金垣 功（長岡） 

3 位 三井敏男（長岡） 

4 位 小山興治（長岡） 

Ｂクラス 
優 勝 野崎忠夫（直江津） 

2 位 桑原 勲（越後湯沢） 

3 位 真貝一郎（長岡） 

4 位 斎藤建男（新潟） 

Ｃクラス 
優 勝 沖田晴夫（長岡） 

2 位 宮崎勝治（直江津） 

3 位 細貝慶一郎（長岡） 

4 位 坂井政次（長岡） 

 

碁石に気持ちを込め「エイどうだ」 

今日こそは 勝つぞ！！！ 




